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背景，問題，目的
• コード静的解析手法はたくさんある 

–しかし，特定条件下で使うものがほとんど 

• 一般的に使える解析手法が必要 

• 新しい静的解析手法を作成する
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アプローチ
• コードのDeadパスに注目したIssue発見 

• 仮定 
– 良いコードはパスが通っているはず 

– Issueの指標に使われたことがない 

• パス 
– Deadパス特定 

– 抽象解析 

• ケーススタディ 
– JDK 
– 109のJavaプロジェクト
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Deadパス特定
• 実際の処理のフローを参照してパスを作る 

–コントロールフローグラフ 

• CFG 
–抽象解釈フローグラフ 

• AIFG
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Deadパス特定
• コントロールフローグラフ
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Deadパス特定
• 抽象解釈フローグラフ
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抽象解釈
• 実際の処理に依らず，コードの部分的な実行結果
からパスを作る 
–一般的に適用可能 

–大規模商業レベルに適用可能 

• 実行領域 

– JVMでサポートする型を対象 

–最大連結長 

–バグを見分けることは出来ない（そこは手作業）
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JDKへの適用結果
• Issueが幾つかのカテゴリに分かれた 

– 明らかに無駄なコード 
– 論理連結による混乱 
– 言語による混乱 
– 死んでいる拡張性 
– 一定性の忘却 

– Nullチェック関連 

– ダブルチェック 
– 型混乱 
– 失敗操作 
– 予期しない返り値
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JDKへの適用結果

• ５５６のIssueを見つけた 

– うち１９はソース外が原因 

– うち２７９は不適切な発見
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JDKへの適用結果
• パラメタを変化させる実験 

–連結長，Int範囲を変化 

–メソッドあたり１０秒に制限 

–８コア３２GMacProで実行
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JDKへの適用結果
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１０９のJavaプロジェクトへの適用
• 連結長１，範囲２で実行 

• １１,０００のIssueを見つけた
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まとめ
• 抽象解析を使った一般に使える静的解析手
法を提案した
• 大規模解析にも対応できた
• DeadPathにも様々な種類が有る事が
分かった
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